
 

 

 

 

１ 調査結果の概要 

 自校 東広島市 広島県 全国 

平均正答率（％） ４３ ５０ ４７ ４８．３ 

正答率４０％未満の生徒の割合（％） ４２．９ ４４．８ ４８．３ ４７．１ 

 

２ 課題が明らかになった問題の分析と改善策 

 問題番号  育てたい力  対象学年 検証方法  目標値 

１ 

６二 

正答率 

１４．３％ 

 

式の意味を読み取り、成り立つ事柄

を見いだし、数学的な表現を用いて

説明することができるかどうかみと

る力 

第２学年 思判表【Ｃ関数 １次関数の利用】 

具体的な事象を題材にし、そこから関数関係を見いだして説明する時間を設ける。その際に

「𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏」における定数 𝑎、𝑏 が何を表しているのかを考察し、学習したことを用いて

説明させたい。 

１０月 

第２学年に本単元の指導後、小テスト

を実施し関連問題を出題する。 

 

正答率 

５０％以上 

２ 

９二 

正答率 

２３．８％ 

 

統合的・発展的に考え、条件を変えた

場合について、証明を評価・改善する

ことができる力 

第２学年 思判表【Ｂ図形 三角形と四角形】 

問題で与えられた条件を変えたり、追加したりすることで証明がどのように変わるかを考

察する活動を取り入れる。その際に、ＩＣＴを活用することで、辺や角、図形の関係性を視

覚的に捉えやすくするなどの工夫をおこなう。さらに、自分の証明や考えを他者に説明する

言語活動を取り入れることにより、証明の妥当性や有効性を吟味し、評価・改善させたい。 

１月 

①第２学年に本単元の指導後、小テス

トを実施し「問題番号９二」の類似問題

を出題する。 

②第３学年に「問題番号９二」を実施す

る。 

 

正答率 

６０％以上 

 

正答率 

７０％以上 

３ 

４ 

正答率 

２８．６％ 

 

一次関数 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 について、変化

の割合を基に、𝑥 の増加量に対する 

𝑦 の増加量を求めることができる力 

第２学年 知技【Ｃ関数 １次関数】 

具体的な事象を題材にし、そこから数量の関係に気づかせ、表やグラフを用いて「見える

化」を進める。𝑥 の増加量に対する 𝑦 の変化を言葉で説明させることで意味理解を深め、

式とのつながりを意識させながら指導を進める。 

１０月 

第２学年に本単元の指導後、単元テス

トを実施し「問題４」の類似問題を出題

する。 

 

正答率 

８０％以上 
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